
漢
方
医
学
に
お
け
る
解
剖
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
や
イ
ン
ド
の
伝
統
医
学
に
比
べ
て
稚
拙
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
霊
枢
』
腸
胄
篇

を
は
じ
め
と
す
る
大
腸
と
小
腸
の
解
剖
学
的
な
記
述
も
こ
の
例
に
も
れ
ず
、
小
腸
を
上
、
大
腸
を
下
に
、
重
層
状
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

（
一
）

漢
方
の
伝
統
的
な
解
剖
図
（
内
景
図
）
も
古
典
の
解
剖
学
的
記
述
に
基
づ
い
て
同
じ
よ
う
に
描
い
て
い
る
（
図
１
）
・

こ
れ
ま
で
、
漢
方
の
古
典
に
み
ら
れ
る
大
腸
と
小
腸
の
解
剖
な
ら
び
に
生
理
は
近
代
医
学
の
そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、

漢
方
医
学
に
お
け
る
大
腸
と
小
腸
の
再
検
討

内景図（｢類経図翼｣）図|’

こ
れ
に
関
し
て
大
き
な
問
題
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
解
剖
以
外
の
古
典
の
記
述
を
検
討
し
て
み

る
と
、
大
腸
が
上
、
小
腸
が
下
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い

例
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、
古
典

の
中
に
は
、
大
腸
と
小
腸
の
位
置
に
関
し
て
二
つ
の
見
方

が
存
在
し
て
い
る
。

本
報
で
は
「
素
問
』
、
『
霊
枢
」
、
「
難
経
」
、
「
金
置
要
略
』

に
み
ら
れ
る
大
腸
と
小
腸
の
記
述
を
再
検
討
し
、
こ
れ
ま

遠
藤
次
郎
・
中

憩
蕊
鏡
鐵
二
一
一
靴
喧
灌
平
成
四
年
七
月
十
八
日
受
付

村

輝
子
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で
の
説
の
他
に
、
新
た
に
大
腹
（
上
腹
）
に
大
腸
が
、
小
腹
（
下
腹
）
に
小
腸
が
あ
る
と
い
う
見
方
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
こ
の
見
方
に
の
っ
と
っ
た
大
腸
と
小
腸
の
生
理
機
能
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
た
。

こ
こ
で
は
冑
か
ら
膳
ま
で
（
大
腹
部
）
の
腸
を
小
腸
（
引
用
文
①
）
、
膳
か
ら
下
（
小
腹
部
）
の
腸
を
廻
腸
（
引
用
文
②
）
、
廻
腸
か
ら
肛
門
に

至
る
腸
を
広
腸
（
引
用
文
③
）
と
し
て
い
る
。
各
々
の
腸
の
太
さ
を
み
る
と
、
小
腸
は
径
八
分
強
、
廻
腸
は
一
寸
強
、
広
腸
は
三
寸
弱
で
あ
り
、

（
一
一
）

上
か
ら
下
に
行
く
に
従
っ
て
太
く
な
っ
て
い
る
。
廻
腸
は
小
腸
よ
り
も
太
い
こ
と
か
ら
、
『
難
経
』
四
十
二
難
の
後
半
部
で
は
廻
腸
を
大
腸
と

記
し
て
い
る
。
大
腹
部
に
小
腸
が
、
小
腹
部
に
大
腸
が
あ
る
と
い
う
四
十
二
難
の
見
方
が
一
般
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
内
景
図
も
こ
れ
に
準

拠
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
太
さ
だ
け
に
注
目
し
て
廻
腸
を
大
腸
と
安
易
に
み
な
す
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
「
廻
運
反
環
」

し
て
下
り
、
膳
の
上
下
で
二
分
さ
れ
る
と
い
う
腸
胄
篇
の
小
腸
と
廻
腸
の
記
述
は
今
日
言
わ
れ
て
い
る
空
腸
と
回
腸
の
形
状
に
極
め
て
近
い

（
三
）
（
四
）

か
ら
で
あ
る
。
腸
胄
篇
に
お
け
る
廻
腸
の
記
述
は
今
日
で
言
う
大
腸
と
回
腸
に
相
当
す
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
解
剖
学
的
な
記
述
の
中
に
は
次
の
二
つ
の
見
方
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、
大
腹
部
に
小
腸
、
小

腹
部
に
大
腸
が
あ
る
と
い
う
見
方
（
「
難
経
』
四
十
二
難
の
後
半
、
内
景
図
）
、
も
う
一
つ
は
、
大
腹
部
に
小
腸
（
空
腸
）
、
小
腹
部
に
廻
腸
（
回
腸
）

冑
や
腸
の
解
剖
学
的
な
記
述
が
『
霊
枢
」
腸
胄
篇
、
同
、
平
人
絶
穀
篇
、
「
難
経
」
四
十
二
難
の
三
篇
に
み
ら
れ
、
三
者
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容

で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
最
も
詳
し
い
腸
胄
篇
の
記
述
を
以
下
に
お
い
て
検
討
し
た
。

①
小
腸
後
傳
脊
、
左
環
葉
積
、
其
注
舩
廻
腸
者
、
外
傳
舩
斉
上
、
廻
運
環
反
十
六
曲
、
大
二
寸
半
、
径
八
分
、
分
之
少
圭
長
三
丈
二
尺

②
廻
腸
、
当
斉
左
環
廻
周
葉
積
而
下
、
廻
運
環
反
十
六
曲
、
大
四
寸
、
径
一
寸
少
半
、
長
二
丈
一
尺

③
広
腸
、
傳
脊
以
受
廻
腸
、
左
環
葉
積
、
上
下
辞
、
大
八
寸
、
径
二
寸
大
半
、
長
二
尺
八
寸
（
①
～
③
、
霊
枢
』
腸
胄
、
『
太
臺
十
三
腸

度③

一
「
霊
枢
」
、
「
難
経
』
に
お
け
る
解
剖
学
的
記
述
の
再
検
討
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五
臓
に
お
け
る
熱
の
伝
播
は
五
行
説
に
基
づ
い
て
い
る
が
（
引
用
文
④
）
、
六
脈
に
お
け
る
熱
の
伝
播
は
、
厭
逆
性
（
気
厭
）
の
熱
性
病
で
あ

（
一
ハ
）

る
と
こ
ろ
か
ら
、
下
の
臓
器
か
ら
上
の
臓
器
に
熱
が
移
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
引
用
文
⑤
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
順
序
を
逆
に
読
み
直

す
と
、
胃
の
下
に
大
腸
、
大
腸
の
下
に
小
腸
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
夫
、
胃
、
大
腸
、
小
腸
、
三
焦
、
膀
胱
者
天
気
之
所
生
也
（
『
素
問
」
五
蔵
別
論
、
「
太
素
」
六
蔵
府
気
液
）

⑦
咽
喉
、
胃
、
大
腸
、
小
腸
、
胆
、
膀
胱
二
太
平
御
覧
」
形
体
）

⑧
大
腸
、
小
腸
、
膀
胱
、
三
焦
（
『
小
学
紺
珠
」
人
倫
類
）

六
冊
は
、
通
常
、
冑
、
大
腸
、
小
腸
の
順
に
記
述
さ
れ
る
（
引
用
文
⑥
～
⑧
）
。
こ
の
順
序
は
体
幹
部
に
お
け
る
内
臓
の
位
置
を
反
映
し
て
お

り
、
大
腸
が
上
、
小
腸
が
下
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

が
あ
る
と
い
う
見
方
（
『
霊
枢
」
腸
胃
篇
平
人
絶
穀
篇
、
「
難
経
」
四
十
二
難
の
前
半
）
で
あ
る
。
両
者
の
見
方
は
、
胄
腸
が
解
剖
学
的
に
、
胃
、

空
腸
（
小
腸
）
、
回
腸
（
小
腸
）
、
大
腸
の
順
に
連
繋
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

解
剖
学
的
な
記
述
を
除
く
大
半
の
篇
で
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
の
と
は
逆
に
、
大
腹
に
大
腸
が
、
小
腹
に
小
腸
が
あ
る
と
い
う
見
方
を
し

て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
多
方
面
か
ら
こ
れ
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

二
ｌ
｜
大
腸
と
小
腸
の
記
載
の
順
序

「
素
問
』
気
厭
論
に
、
五
臓
六
服
に
熱
が
伝
わ
る
時
の
順
序
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）

④
脾
移
熱
舩
肝
…
…
肝
移
熱
砂
心
…
…
心
移
熱
舩
肺
：
…
肺
移
熱
舩
腎
…
…
腎
移
熱
舩
脾
…
…

（
五
）

⑤
胞
移
熱
舩
膀
胱
…
…
膀
胱
移
熱
砂
小
腸
…
…
小
腸
移
熱
膝
大
腸
…
：
大
腸
移
熱
舩
胄
…
…
胄
移
熱
舩
胆
…
…
胆
移
熱
舩
脳
…
…
故
得

⑤
胞
移
封

之
気
厭
也

一
大
腹
に
大
腸
が
、
小
腹
に
小
腸
が
あ
る
と
す
る
見
方
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二
’
二
大
腸
と
小
腸
に
関
連
し
た
経
穴
の
位
置

経
穴
の
位
置
は
体
内
の
臓
器
の
位
置
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
大
・
小
腸
に
関
連
し
た
ツ
ボ
の
配
置
か
ら
体
内
の
大
腸
と
小

腸
の
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑨
胃
…
…
三
里
・
…
杢
復
下
三
寸
、
為
巨
虚
上
廉
也
。
復
下
三
寸
為
巨
虚
下
廉
也
。
大
腸
属
上
、
小
腸
属
下
（
『
霊
枢
』
本
輸
、
「
太
素
」
十
一

⑪
邪
在
大
腸
、
刺
貴
之
原
、
巨
虚
上
廉
…
…
。
邪
在
小
腸
：
…
取
胄
原
…
：
取
巨
虚
下
廉
（
薑
枢
」
四
時
気
、
「
太
素
」
二
十
三
雑
刺
）

⑫
大
腸
楡
、
関
元
煎
、
小
腸
薊
（
背
魚
穴
の
順
番
）

⑬
天
枢
（
大
腸
の
募
穴
）
、
石
門
（
三
焦
の
募
穴
）
、
関
元
（
小
腸
の
募
穴
）
（
募
穴
の
順
番
）

上
か
ら
順
に
、
三
里
、
巨
虚
上
廉
、
巨
虚
下
廉
と
並
ん
で
い
る
足
胚
部
の
ツ
ボ
は
冑
、
大
腸
、
小
腸
の
各
々
の
重
要
な
治
療
点
で
あ
る
（
引

用
文
⑨
～
⑪
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
体
幹
部
に
お
け
る
臓
服
の
位
置
も
冑
、
大
腸
、
小
腸
の
順
に
並
ぶ
と
み
な
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
、
背
命
穴
（
引
用
文
⑫
）
や
募
穴
（
引
用
文
⑬
）
の
位
置
か
ら
も
同
じ
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

（
七
）

前
述
の
引
用
文
⑪
で
は
、
大
腸
と
小
腸
の
治
療
に
「
貴
の
原
」
と
「
盲
の
原
」
を
使
っ
て
い
る
。
「
貴
の
原
」
は
心
下
部
の
ツ
ボ
、
「
盲
の

原
」
は
膳
下
の
ツ
ボ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
腸
は
大
腹
部
、
小
腸
は
小
腹
部
に
位
置
す
る
と
考
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

二
’
三
小
腸
と
小
腹
、
大
腸
と
大
腹

⑭
心
為
牡
蔵
、
小
腸
為
之
使
、
故
日
少
腹
当
有
形
（
「
素
問
」
脈
要
精
微
論
、
「
太
臺
十
六
雑
診
）

⑮
小
腸
病
者
少
腹
痛
、
腰
脊
控
尻
而
痛
（
『
霊
枢
」
邪
気
蔵
府
病
形
、
『
太
素
」
十
一
府
病
合
輸
）

⑯
小
腸
脹
者
少
腹
槇
脹
引
腰
而
痛
（
『
霊
枢
』
脹
諭
『
太
素
」
二
十
九
脹
論
）

本
輸
）

⑩
寺

合
輸
） 大

腸
病
者
．
：
：
・
取
巨
虚
上
廉
。
胄
病
者
…
：
．
取
之
三
里
。
小
腸
病
者

：
取
巨
虚
下
廉
（
「
霊
枢
」
邪
気
蔵
府
病
形
、
『
太
素
」
十
一
府
病
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経
脈
に
配
当
さ
れ
て
い
る
大
腸
と
小
腸
も
肺
や
心
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
〔
陽
明
（
大
腸
）
経
と
太
陰
（
肺
）
経
は
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
太

陽
（
小
腸
）
経
と
小
陰
（
心
）
経
も
同
じ
関
係
に
あ
る
〕
。
し
た
が
っ
て
、
経
脈
に
配
当
さ
れ
て
い
る
大
・
小
腸
も
、
同
様
に
、
大
腸
は
大
腹
部

に
、
小
腸
は
小
腹
部
に
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑰
小
腸
泄
者
浬
而
便
膿
血
、
少
腹
痛
（
蕊
経
」
五
十
七
難
）

（
八
）

⑱
腹
中
雷
鳴
、
気
上
衝
胸
、
喘
不
能
久
立
、
邪
在
大
腸
・
…
・
少
腹
控
皐
引
腰
脊
、
上
衝
心
、
邪
在
小
腸
者
連
皐
系
属
舩
脊
、
貫
肝
肺
、
絡

心
系
弓
霊
枢
』
四
時
気
、
「
太
素
」
二
十
三
雑
刺
）

⑭
～
⑱
の
例
で
は
小
腹
の
症
状
と
小
腸
と
を
密
接
に
関
連
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
腸
が
小
腹
に
位
置
す
る
と
み
な
し
て
い
た
こ
と

（
九
）

が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑱
の
例
で
は
、
小
腹
中
の
小
腸
と
対
比
さ
せ
て
、
横
隔
膜
に
近
い
位
置
に
大
腸
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
大
腸
が

（
一
○
、
一
二

大
腹
に
位
置
す
る
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
・

二
’
四
太
陽
小
腸
経
と
陽
明
大
腸
経

前
述
の
引
用
文
⑱
は
、
肺
と
大
腹
中
の
大
腸
が
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
心
と
小
腹
中
の
小
腸
も
同
様
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
臓
器
の
位
置
に
注
目
し
な
が
ら
見
直
し
て
み
る
と
、
横
隔
膜
よ
り
上
に
肺
（
上
）
と
心
（
下
）
が
、
横
隔
膜
よ
り
下
に
大
腸
（
上
）
と

小
腸
（
下
）
が
あ
り
、
上
同
志
の
肺
と
大
腸
、
下
同
志
の
心
と
小
腸
が
と
も
に
表
裏
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
に
、
大
・

小
腸
は
解
剖
学
的
な
見
方
に
の
っ
と
り
、
小
腸
が
上
、
大
腸
が
下
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
⑱
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
大
腸
が
上
、
小

腸
が
下
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
引
用
す
る
「
難
経
』
四
十
四
難
で
は
大
・
小
腸
を
「
閾
門
」
と
い
う
解
剖
学
的
な
器
官
と
関
連
さ
せ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
こ
に
お
け
る
大
・
小
腸
を
今
日
の
解
剖
学
的
な
大
・
小
腸
と
以
下
の
よ
う
に
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑲
唇
為
飛
門
、
歯
為
戸
門
、
会
厭
為
吸
門
、
胄
為
貴
門
、
太
倉
下
口
為
幽
門
、
大
腸
小
腸
会
為
閾
門
、
下
極
為
塊
門
、
故
日
七
衝
門
也

二
’
五
閾
門
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（
一
一
一
）

小
腸
と
大
腸
の
接
点
に
あ
る
閾
門
は
現
在
の
回
盲
弁
に
あ
た
る
。
今
日
の
解
剖
学
で
は
回
盲
弁
附
近
に
つ
い
て
「
下
腹
部
に
あ
る
回
腸
の

最
後
部
は
上
り
ぎ
み
に
膳
の
右
斜
め
下
の
回
盲
部
に
至
っ
て
終
わ
り
、
大
腸
は
こ
こ
よ
り
上
腹
部
を
上
行
す
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
回
盲
部
を
中
心
に
み
る
と
、
大
腸
が
上
に
、
小
腸
が
下
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

古
典
で
は
一
般
に
大
・
小
腸
の
境
を
膳
部
に
置
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
典
を
解
釈
す
る
と
き
に
は
、
現
在
言
わ
れ
て
い
る
回
盲
部

附
近
の
大
・
小
腸
の
関
係
を
腹
部
中
央
に
移
動
し
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
上
腹
部
に
大
腸
が
、
下
腹
部
に
小
腸

が
あ
る
と
す
る
古
典
の
と
ら
え
方
と
今
日
の
解
剖
学
的
知
見
と
を
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
’
六
蘭
方
医
学
に
お
け
る
大
腸
と
小
腸
の
見
方

「
重
訂
解
体
新
書
」
の
中
で
、
大
槻
玄
澤
は
漢
方
医
学
の
大
腸
と
小
腸
の
記
述
を
評
し
て
「
悉
く
皆
、
疎
歯
臆
断
、
一
つ
も
取
る
に
足
る

（
一
一
一
一
）

者
な
し
」
と
述
べ
、
蘭
方
医
学
の
漢
方
医
学
に
対
す
る
優
位
性
を
誇
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仔
細
に
内
容
を
検
討
す
る
と
、

二
四
）
（
’
四
）

両
方
の
見
方
が
大
変
近
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
重
訂
解
体
新
書
」
で
は
『
厚
腸
（
大
腸
）
は
多
く
上
部
に
位
し
、
薄
腸
（
小

二
五
）
二
六
）

腸
）
は
多
く
下
部
に
位
す
」
と
記
し
、
ま
た
、
高
野
長
英
も
『
漢
洋
内
景
説
』
で
「
小
腸
上
ニ
ァ
リ
、
大
腸
下
二
居
ル
ー
非
ズ
。
大
腸
却
テ

（
一
七
）

上
部
ヲ
行
リ
、
小
腸
多
ク
ハ
下
部
に
廻
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

大
腸
と
小
腸
の
位
置
に
関
し
て
、
漢
方
医
学
と
藺
方
医
学
は
同
じ
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
背
景
に
は
、
腹
部
に
占
め

る
腸
の
割
合
が
大
腸
は
上
部
に
、
小
腸
は
下
部
に
多
い
と
い
う
解
剖
学
的
な
知
見
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

部
の
閾
門
を
記
し
て
い
る
。
用

考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
は
七
つ
の
「
衝
門
」
を
上
か
ら
順
に
列
記
し
て
お
り
、
冑
の
上
口
（
黄
門
）
、
冑
の
下
口
（
幽
門
）
に
次
い
で
、
大
腸
と
小
腸
の
会
合

の
閾
門
を
記
し
て
い
る
。
冑
、
大
腸
、
小
腸
の
順
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
こ
こ
で
は
、
大
腸
が
上
、
小
腸
が
下
に
あ
る
と
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⑳
小
腸
謂
赤
腸
、
大
腸
謂
白
腸
二
難
経
』
三
十
五
難
）

⑪
大
腸
泄
者
食
已
害
迫
大
便
色
白
、
腸
鳴
切
痛
。
小
腸
泄
者
浬
而
便
膿
血
、
少
腹
痛
（
「
難
経
」
五
十
七
難
）

⑳
大
腸
有
寒
者
多
鶯
塘
、
有
熱
者
便
腸
垢
。
小
腸
有
寒
者
其
人
下
重
、
便
血
、
有
熱
者
必
痔
（
『
金
直
要
瞳
五
蔵
風
寒
積
聚
）

⑳
大
腸
脹
者
腸
鳴
而
痛
濯
々
舎
霊
枢
』
脹
論
、
『
太
素
』
二
十
九
脹
論
）

⑭
大
腸
病
者
腸
中
切
痛
而
鳴
灌
々
（
「
霊
枢
』
邪
気
蔵
府
病
形
、
「
太
素
」
十
一
府
病
合
輸
）

引
用
文
⑳
で
は
、
小
腸
に
赤
腸
、
大
腸
に
白
腸
と
い
う
別
名
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
別
名
は
、
直
接
的
に
は
、
小
腸
が
血
便
を
、
大

腸
が
白
色
の
便
を
出
す
こ
と
に
由
来
す
る
が
（
引
用
文
⑳
、
⑫
）
、
測
れ
ば
五
行
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
行
説
に
お
い
て
、
大
腸

は
肺
、
小
腸
は
心
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
肺
は
気
、
心
は
血
を
つ
か
さ
ど
り
、
気
は
白
、
血
は
赤
に
配
当
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

肺
が
気
を
、
心
が
血
を
つ
か
さ
ど
る
機
能
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
臓
器
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
、
大
腸
は
気
と
、
小
腸
は
血
と
深
く
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
大
腸
と
気
」
の
具
体
的
な
症
状
と
し
て
「
腸
鳴
」
（
引
用
文
⑳
、
⑳
、
⑳
）
が
、
「
小
腸
と
血
」
の
具
体
的

な
症
状
と
し
て
血
便
や
痔
（
引
用
文
⑳
、
⑫
）
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
大
・
小
腸
の
機
能
は
体
幹
部
に
お
け
る
大
・
小
腸
の
位
置
と
深
く

関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
腸
の
占
め
る
上
腹
部
は
下
腹
部
か
ら
の
気
の
上
衝
を
受
け
や
す
ぐ
（
引
用
文
⑱
）
、
小
腸
の
占
め
る
下
腹
部

二
八
）
（
一
八
）

は
「
血
の
海
」
ま
た
は
「
十
二
経
脈
の
海
」
が
存
在
す
る
位
置
に
あ
た
る
。

三
’
二
大
腸
の
「
伝
導
」
と
小
腸
の
「
受
盛
」

で
改
め
て
、
大
腸
が
上
、
小
腸
が
下

三
’
一
大
腸
の
気
と
小
腸
の
血

大
腸
や
小
腸
の
機
能
を
論
じ
る
と
き
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
小
腸
が
上
、
大
腸
が
下
と
い
う
見
方
を
前
提
に
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ

改
め
て
、
大
腸
が
上
、
小
腸
が
下
と
い
う
見
方
で
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

三
大
腸
と
小
腸
の
機
能
の
再
検
討
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以
下
に
引
用
す
る
⑮
の
文
は
大
・
小
腸
の
機
能
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

二
九
）

⑮
大
腸
者
伝
導
之
官
、
変
化
出
焉
。
小
腸
者
受
盛
之
官
、
化
物
出
焉
（
妻
問
」
霊
蘭
秘
典
論
）

⑳
肺
合
大
腸
、
大
腸
伝
導
之
府
也
。
心
合
小
腸
、
小
腸
者
受
盛
之
府
也
言
霊
枢
』
本
輸
『
太
室
十
一
本
輸
）

（
二
○
）

⑮
の
文
は
こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
「
小
腸
は
胃
か
ら
水
穀
を
受
け
て
消
化
に
た
ず
さ
わ
り
、
大
腸
は
消
化
後
の
津
を

伝
導
す
る
役
割
を
持
つ
」
と
。
こ
の
解
釈
は
、
胃
ｌ
小
腸
ｌ
大
腸
と
い
う
連
繋
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
引
用

文
を
小
腸
に
続
い
て
大
腸
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
で
解
釈
す
る
の
は
適
切
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
⑮
の
引
用
文
の
原
典
と
み
な
さ
れ
て

（
一
一
一
）

い
る
⑳
の
記
述
で
は
、
大
・
小
腸
は
肺
・
心
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
関
係
に
あ
る
大
・
小
腸
は
、
先
に
論
じ
た

よ
う
に
、
大
腸
は
大
腹
に
、
小
腸
は
小
腹
に
あ
る
と
い
う
見
方
に
立
脚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑮
の
記
述
も
こ
れ
に
見
合

引
用
文
⑳
、
⑳
の
大
腸
を
広
義
に
受
け
取
り
、
大
腹
中
の
腸
（
大
腸
と
空
腸
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
腸
は

糟
粕
を
伝
導
し
な
が
ら
尿
を
作
る
の
で
「
伝
導
」
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
、
空
腸
も
そ
の
名
の
通
り
飲
食
物
を

（
一
一
一
一
）

す
み
や
か
に
回
腸
に
伝
導
す
る
役
割
を
有
し
、
大
抵
は
空
虚
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
腸
を
こ
の
よ
う
に
広
義
に
解
釈
す
る
と
、
小
腸
の
機
能
を

容
易
に
解
釈
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
小
腹
中
の
小
腸
（
回
腸
）
は
空
腸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
水
穀
を
受
盛
し
、
多
く
の
場
合
、
充
満
し
て
い
る
。

（
一
一
一
一
一
）

こ
の
機
能
を
「
受
盛
の
官
」
と
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

大
腹
部
に
お
け
る
伝
導
を
気
の
働
き
と
し
て
、
ま
た
、
小
腹
部
の
水
穀
や
血
の
受
盛
を
血
の
働
き
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
項
に
お
け
る
見
方
は
前
項
で
明
ら
か
に
し
た
気
血
の
見
方
と
も
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
一
一
一
）

い
る
⑳
の
記
述
で
は
、
大
・
小
腸
畦

よ
う
に
、
大
腸
は
大
腹
に
、
小
腸
は
ふ

っ
た
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
素
問
』
、
「
霊
枢
』
、
「
難
経
」
、
『
金
直
要
略
』
等
に
み
ら
れ
る
大
腸
と
小
腸
の
位
置
な
ら
び
に
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
、
以
下
の
よ
う
に

総

括
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三
大
腹
部
に
あ
る
大
腸
は
肺
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
腸
鳴
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
気
と
深
く
関
連
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
小
腹
部
の

小
腸
は
心
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
血
と
の
関
係
が
深
い
。

四
大
腹
部
の
腸
（
大
腸
空
腸
）
は
「
伝
導
」
の
機
能
の
面
が
強
く
、
小
腹
部
の
腸
（
主
に
回
腸
）
は
「
受
盛
」
の
機
能
の
面
が
強
い
。

謝
辞
本
研
究
に
際
し
、
文
献
に
つ
い
て
御
教
示
頂
い
た
後
藤
志
朗
氏
、
小
曽
戸
洋
博
士
、
真
柳
誠
博
士
に
感
謝
致
し
ま
す
。

一
「
霊
枢
」
腸
胄
篇
、
同
、
平
人
絶
穀
篇
、
「
難
経
』
四
十
二
難
に
み
ら
れ
る
解
剖
学
的
記
述
で
は
、
大
・
小
腸
の
位
置
に
つ
い
て
二
つ

の
見
方
が
あ
る
。
一
つ
は
大
腹
部
に
小
腸
が
、
小
腹
部
に
大
腸
が
あ
る
と
す
る
見
方
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
大
腹
部
に
小
腸
（
空
腸
）
が
、
小

腹
部
に
廻
腸
（
回
腸
）
が
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
両
者
の
見
方
は
、
胄
腸
が
解
剖
学
的
に
、
胃
、
空
腸
（
小
腸
）
、
回
腸
（
小
腸
）
、
大
腸

の
順
に
連
繋
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

二
解
剖
学
的
記
述
以
外
の
大
半
の
篇
で
は
、
大
腹
に
大
腸
が
、
小
腹
に
小
腸
が
あ
る
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
見
方
は
、
腹
部

全
体
に
腸
の
占
め
る
割
合
が
大
腸
は
上
部
に
、
小
腸
は
下
部
に
多
い
こ
と
に
由
来
す
る
。
経
絡
に
配
当
さ
れ
る
大
・
小
腸
も
こ
の
見
方
を
と

整
理
し
た
。

っ
て
い
る
０文

献
お
よ
び
注

本
報
の
引
用
は
以
下
の
文
献
に
よ
っ
た
。
「
黄
帝
内
経
太
素
』
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
五
。
『
黄
帝
内
経
太
素
』
、
東
洋
医
学
善
本
叢

書
第
一
～
三
冊
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
・
「
黄
帝
内
経
素
問
』
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
六
二
。
『
難
経
集
注
』
、
人
民
衛

生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
。
『
金
置
要
略
」
（
元
都
珍
本
）
、
煉
原
書
店
、
東
京
、
一
九
八
八
。
「
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
』
、
東
洋
医
学
善
本
叢

書
第
七
冊
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
・
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
」
巻
二
、
六
府
、
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
六
六
。
本
報
で

引
用
し
た
『
素
問
』
、
『
霊
枢
』
の
文
は
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
、
『
太
素
」
の
該
当
す
る
文
を
採
っ
た
。

（
二
北
宋
の
慶
暦
五
年
（
一
○
四
五
年
）
の
解
剖
の
と
き
に
描
か
れ
た
「
欧
希
範
解
剖
図
」
で
は
、
上
行
、
横
行
、
下
行
結
腸
が
描
か
れ
て
い
る
。
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（
一
一
）

（
一
一
一
）

へへへへへへへ

己九八七六五四
､一～一……ー…

（
一
一
）

（
一
一
一
）

（
一
一
一
一
）

（
一
四
）

（
一
三
）

景
図
』
、
『
類
経
図
翼
』
、
「
和
漢
三
才
図
会
』

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
解
剖
図
を
修
正
す
｛

図
」
）
で
は
、
す
で
に
「
難
経
」
等
の
影
響
を
受
叶

『
難
経
」
四
十
二
難
の
前
半
部
で
は
廻
腸
と
し
て
、
後
半
部
で
は
大
腸
と
し
て
同
じ
内
容
を
述
べ
て
い
る
。

腸
の
長
さ
（
小
腸
三
丈
二
尺
、
廻
腸
二
丈
一
尺
）
を
み
る
と
、
今
日
の
空
腸
（
小
腸
全
体
の
約
五
分
の
二
）
と
回
腸
（
小
腸
全
体
の
約
五
分

の
三
）
の
比
率
の
逆
に
な
っ
て
い
る
。
大
腹
部
と
小
腹
部
の
大
き
さ
の
比
率
か
ら
、
割
り
出
さ
れ
た
長
さ
と
考
え
ら
れ
る
。

酒
井
は
一
難
経
』
四
十
二
難
の
大
腸
が
今
日
の
回
腸
に
相
当
す
る
こ
と
を
す
で
に
報
告
し
て
い
る
。
前
掲
注
二
）
。

④
、
⑤
と
も
『
素
問
』
の
文
を
採
っ
た
。

胆
と
冑
の
順
番
が
逆
な
の
は
、
精
気
を
臓
す
る
胆
を
脳
に
つ
な
げ
た
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

貢
は
横
隔
膜
の
意
味
で
あ
る
。
「
太
素
」
諸
原
所
生
篇
で
い
う
「
昌
之
原
」
と
同
一
で
あ
り
、
鳩
尾
を
指
す
。

「
太
素
」
で
は
「
常
」
と
な
っ
て
い
る
。
冨
乙
経
』
九
’
七
に
よ
っ
て
「
雷
」
と
し
た
。

⑮
、
⑯
、
⑱
の
例
で
、
小
腸
と
腰
痛
の
関
連
性
が
み
ら
れ
る
。
小
腸
が
小
腹
部
に
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。

「
小
腸
」
と
「
腸
胄
」
を
対
立
的
に
述
べ
る
例
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
腸
胄
の
腸
は
大
腸
を
意
味
す
る
〔
「
素
問
』
挙
痛
論
（
「
寒

気
客
舩
腸
胄
…
…
寒
気
客
舩
小
腸
。
：
…
」
）
、
「
霊
枢
」
四
時
気
（
「
邪
在
小
腸
…
・
・
上
衝
腸
胄
」
）
〕

『
素
問
」
、
『
霊
枢
」
を
通
し
て
、
「
大
腹
」
と
い
う
用
語
が
わ
ず
か
一
例
（
『
素
問
』
蔵
気
法
時
論
」
）
し
か
な
い
。
当
時
は
大
腹
が
一
般
的
な

用
語
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
大
腸
の
大
の
由
来
を
大
腹
の
大
に
求
め
る
の
は
難
か
し
い
。

虫
垂
を
閾
尾
と
い
う
。
閾
門
と
閾
尾
は
近
い
位
置
に
あ
る
。

大
槻
玄
澤
『
重
訂
解
体
新
書
』
巻
之
九
、
腸
、
一
八
二
六
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。

厚
腸
、
薄
腸
の
訳
は
『
解
体
新
書
』
に
す
で
に
み
ら
れ
る
。
酒
井
恒
訳
編
『
タ
ヘ
ー
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
と
解
体
新
書
」
五
四
一
頁
、
五
四
三

頁
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
名
古
屋
、
一
九
八
六

凶
」
）
で
は
、
す
で
に
「
難
経
」
等
の
影
響
を
受
け
て
小
腸
の
下
に
大
腸
希
重
積
す

謹
蕊
璋

景
図
』
、
『
類
経
図
翼
』
、
「
和
漢
三
才
図
会
」
等
の
伝
統
的
な
内
景
図

と
そ
の
思
想
」
日
本
医
史
学
会
編
『
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成

前頁
掲、
書名

（
三
）
、
直
腸

る
目
的
で
行
わ
れ
た
崇
寧
年
間

妄 L

二
一
○
二
～
六
年
）
の
と
き
の
解
剖
の
図
弓
存
真
環
中

る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
後
の
『
華
佗
内

中
図
』
と
似
た
図
を
載
せ
て
い
る
（
酒
井
シ
ヅ
「
五
臓
図

三
一
七
～
三
一
二
頁
、
三
一
書
房
、
東
京
、
一
九
七
七
）

1′■〆
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（
一
七
）

（
一
〈
）

（
一
九
）

（
ニ
ロ
）

（
二
一
）

（
’
一
一
一
）

（
一
二
一
一
）

（
一
一
〈
）

思
わ
れ
る

前
掲
害
（
三
）
、
空
腸

引
用
文
⑳
に
お
い
て
、

か
ら
外
し
た
。
「
変
化
」

宇
田
川
榛
斎
『
医
範
提
綱
』
巻
二
、
腸
、
一
八
○
五
、
東
京
理
科
大
学
所
蔵
、
に
お
い
て
も
同
様
に
「
大
腸
ハ
多
ク
上
部
ヲ
廻
り
、
小
腸
ハ

多
ク
下
部
二
在
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

高
野
長
英
「
漢
洋
内
景
説
』
四
一
三
頁
、
高
野
長
英
全
集
二
、
高
野
長
英
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
○

胞
中
ま
た
は
関
元
よ
り
起
こ
る
衝
脈
は
「
血
海
」
ま
た
は
「
十
二
経
の
海
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
太
素
』
に
引
用
な
し
。
『
素
問
』
の
文
を
採
っ
た
。

南
京
中
医
学
院
編
著
「
中
国
漢
方
医
学
概
論
』
、
六
九
頁
、
中
国
漢
方
医
学
書
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
七
一

丸
山
昌
朗
『
素
問
の
栞
』
四
四
頁
、
素
問
を
読
む
会
、
東
京
、
一
九
七
五

大
腸
の
「
変
化
」
の
作
用
と
、
小
腸
の
「
化
物
」
の
作
用
に
つ
い
て
は
色
々
な
解
釈
が
で
き
る
の
で
、
議
論
の
対
象

は
上
腹
部
の
気
の
作
用
、
「
化
物
」
は
下
腹
部
の
受
盛
し
た
固
体
（
「
物
」
）
を
化
す
る
作
用
と
す
る
の
が
妥
当
か
と

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

1戸房
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、
①
［ReconsiderationoftheConceptsoftheLargelntestineandtheSmall

IntestineinChineseTraditionalMedicine

bvJiroENDOandTerukoNAKAMURA

ItisthecommonviewinChinesetraditionalmedicinethatthesmallintestineisintheabdomenabove

theumbilicusandthatthelargeintestineisintheabdomenbelowtheumbilicus.However,ourprecise

investigationclarifiedthefollowingpoints.Thefirstoneisthattheaboveviewisfoundonlyinsuch

anatomicaldescriptionsasintheparagraphsof(fChangWei"腸胄intheLi"gS"zf霊枢.Thesecondone

isthattheoppositeviewismentionedintheS"We〃素問,the""gS〃〃霊枢,theNNa"C〃"g難経,andthe

Cﾙ"KzfgiY"oLzfe〃金直要略Accordingtothisliterature,thelargeintestineisintheabdomenabove

theumbilicusandthesmallintestineisintheabdomenbelowtheumbilicus.

Weinferredthefollowingpoints:1)Theformerviewresultsfromthefactthatbiologicallythe
2)Thelatterisorgansconnectintheorderofthestomach,thesmallintestineandthelargeintestine.

basedonthefactthatthelargeintestineactuallyoccupiesagreatpartoftheupperpartoftheabdomen,

andthatthesmallintestineoccupiesthelowerpartoftheabdomen.

IninterpretingtheliteratureofChinesetraditionalmedicine,itisnecessarytoconsiderthesetwo

differentviewsoftheintestines.

（
つ
》
）




